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 T

his research applies form
 analysis to the legend of the eternal m

editation of K
ūkai, and identifies influences thereon from

 beyond the 
com

m
only perceived boundaries of Shingon esoteric Buddhism

. T
he earliest form

 and content of the legend of K
ūkai's bodily incorruptibility 

extant in 10
th and early 11

th century m
aterials reflects, I argue, the influence of Pure Land hagiography typified in the H

eian ōjōden. T
his 

paper goes on to exam
ine a subsequent stage in the developm

ent the legend, w
hich em

erged late in the 11
th century. A

t this stage, the 
legend m

oves beyond the discovery of K
ūkai's incorrupt body relatively shortly after his death, and describes the eternal presence of a 

m
ysterious, living K

ūkai at the O
kunoin. I discuss the relationship of this form

 of the legend to contem
porary Buddhist hagiographic w

orks 
involving im

m
ortals (sen). I particularly focus on the presentations of the K

ūkai legend in the H
onchō Shinsenden, K

onjaku M
onogatarishū 

and H
eike M

onogatari. I thus offer an alternative (or com
plem

entary) explanation of the developm
ent of this legend to that presented in the 

m
ajority of previous research, w

hich has generally em
phasised Chinese hagiographic influences.
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は
じ
め
に

　

八
十
八
ヶ
所
の
霊
場
を
巡
拝
す
る
「
お
遍
路
」
と
い
う
西
国
巡
礼
は
、
今
日
に

お
い
て
も
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
巡
礼
に
深
い
結
び
付
き
を
持
つ

弘
法
大
師
信
仰
は
真
言
宗
僧
侶
と
そ
の
門
下
に
限
ら
ず
、
多
く
の
日
本
人
の
信
仰

を
集
め
て
い
る
。「
お
遍
路
さ
ん
」
と
は
、
す
な
わ
ち
四
国
巡
礼
者
が
常
に
弘
法
大

師
と
一
緒
に
巡
礼
し
て
い
る
と
い
う
意
で
笠
に
書
き
つ
け
る
「
同
行
二
人
」
が
表

す
よ
う
に
、
弘
法
大
師
信
仰
の
根
底
に
あ
る
の
は
空
海
が
ま
だ
こ
の
世
に
留
ま
り
、

信
者
と
交
流
で
き
る
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
空
海
が
永
遠
に
高
野
山

の
奥
の
院
に
留
ま
る
こ
と
を
語
る
弘
法
大
師
入
定
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
弘
法
大
師
信
仰
の
由
来
を
理
解
す
る
た
め
、
弘
法
大
師
入
定
説
の

由
来
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
奥
院
内
部
の
様
子
を
確
実
に
知
っ
て
い
る
の
は
空
海

の
食
事
を
提
供
す
る
儀
式
で
あ
る
「
生
身
供
」
を
一
日
二
回
行
っ
て
い
る
僧
侶
の

み
と
は
言
っ
て
も
、
待
見
彌
勒
し
な
が
ら
、
日
本
の
衆
生
の
救
済
の
た
め
に
霊
験

を
用
い
す
と
い
う
弘
法
大
師
象
を
初
期
の
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

弘
法
大
師
入
定
説
は
如
何
に
し
て
中
世
・
近
世
に
か
け
て
盛
ん
と
な
り
、
現
在

ま
で
の
「
待
見
彌
勒
・
同
行
二
人
」
の
形
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
弘
法
大
師
入
定
説
の
資
料
分
析
に
主
眼
を
置
き
、

平
安
後
期
の
仏
教
文
学
に
お
け
る
二
つ
の
様
式
が
弘
法
大
師
入
定
説
に
与
え
た
影

響
を
考
察
す
る
。
弘
法
大
師
入
定
説
は
従
来
密
教
の
即
身
成
仏
の
思
想
、
あ
る
い

は
彌
勒
下
生
信
仰
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
本
稿

は
、
こ
の
伝
説
が
高
野
山
復
興
運
動
を
背
景
と
し
て
、
一
〇
・
一
一
世
紀
の
浄
土

教
的
聖
人
伝
、
す
な
わ
ち
、
往
生
伝
の
思
想
、
そ
し
て
一
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二

世
紀
前
半
の
仏
教
に
お
け
る
神
仙
譚
お
よ
び
神
仙
思
想
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

空
海
の
伝
説
が
往
生
人
伝
の
様
式
と
同
様
の
形
と
な
り
、
弘
法
大
師
が
偉
大
な

宗
祖
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
往
生
者
や
瑞
相
に
よ
っ
て
聖
性
が
証
明
さ
れ
る
存
在

に
な
っ
た
。
同
時
に
、
空
海
の
腐
敗
せ
ざ
る
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
高
野
山
は

参
詣
と
結
縁
の
場
と
な
っ
た
。
永
遠
に
生
き
る
状
態
を
描
く「
空
海
留
身
入
定
説
」

の
成
立
以
降
、
大
師
が
参
詣
者
に
話
し
か
け
て
交
流
す
る
と
い
う
資
料
が
出
現
す

る
。
本
稿
著
者
は
、
当
時
の
日
本
仏
教
に
お
け
る
神
仙
譚
の
内
容
と
様
式
は
重
要

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
る
。

　

本
研
究
で
は
、
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
八
四
年
〜
一
九
七
六
年
）
や

マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
（
一
八
八
三
年
〜
一
九
四
七
年
）
の
聖
書
の
様
式

史
研
究
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
式
の
使
用
が
特
定
な
目
的
を
反
映
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

先
行
研
究
に
つ
い
て

　

白
井
優
子
氏
と
松
本
昭
氏
の
著
書
は
弘
法
大
師
入
定
説
の
主
要
な
先
行
研
究
と

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る（
１
）。

村
上
弘
子
氏
の
研
究（
２
）は

、
弘
法
大
師
入
定
説
に
関

す
る
資
料
を
ほ
ぼ
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
。
弘
法
大
師
入
定
説
が
ど
の
よ
う
に
発

展
し
た
の
か
、
そ
れ
に
言
及
す
る
諸
資
料
が
相
互
に
い
か
に
関
連
し
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
問
題
が
、
多
く
の
先
行
研
究
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
弘

法
大
師
入
定
説
の
宗
教
史
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
近
年
に
増
え
た
。
主
に
宗
教

史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
研
究
と
し
て
、
斎
藤
昭
俊
氏
の
『
弘
法
大
師
信
仰

と
伝
説
』（
３
）、
東
寺
に
主
眼
を
置
く
橋
本
初
子
氏
の
『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』（
４
）、
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さ
ら
に
彌
勒
信
仰
、
納
骨
信
仰
や
弘
法
大
師
入
定
説
と
平
清
盛
や
一
心
院
行
勝
上

人
、
仁
和
寺
の
関
係
を
徹
底
的
に
説
明
す
る
俵
谷
和
子
氏
の
『
高
野
山
信
仰
と
権

門
貴
紳
』（
５
）も
あ
る
。
国
外
で
は
、
高
野
山
や
弘
法
大
師
入
定
説
の
各
側
面
を
テ
ー

マ
に
す
る
博
士
論
文
が
近
年
発
表
さ
れ
て
い
る（
６
）。

　

本
稿
第
二
章
で
と
り
あ
げ
る
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
と
い
う
初
期
の
弘

法
大
師
入
定
説
に
関
わ
る
資
料
の
内
容
と
由
来
に
つ
い
て
は
、
松
本
氏
に
よ
る
詳

し
い
解
説
が
あ
る（
７
）。
松
本
氏
は
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
で
展
開
さ
れ
る
弘

法
大
師
入
定
説
へ
影
響
を
及
ぼ
す
主
な
要
因
と
し
て
、『
続
高
僧
伝
』
に
お
け
る
天

台
智
者
大
師
釈
智
顗
の
伝
を
あ
げ
る（
８
）。

他
方
、白
井
氏
は
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
行

基
」
と
初
期
空
海
伝
説
の
類
似
性
に
つ
い
て
述
べ
る（
９
）。

本
論
で
は
こ
れ
ら
の
研
究

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
白
井
氏
の
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
浄
土
信
仰
か
ら
の

影
響
」（

（1
（

が
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
弘
法
大
師
入
定
説
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
で

展
開
さ
れ
て
い
る
、
神
仙
譚
と
弘
法
大
師
入
定
説
資
料
を
比
較
し
た
研
究
で
は
十

分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　

弘
法
大
師
入
定
説
の
各
発
展
段
階

　

弘
法
大
師
入
定
説
の
初
期
資
料
、
つ
ま
り
八
三
五
年
か
ら
九
六
七
年
ま
で
に
成

立
し
た
資
料
は
空
海
の
臨
終
と
葬
式
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
遺
体
の
様
子
に
つ

い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
緑
起
』
で
展
開
さ
れ
る
弘
法
大
師
伝
で
は
、
空
海
の
腐

敗
せ
ざ
る
遺
体
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
状
態
が
永
遠
に
続
い
た
と

さ
れ
て
い
な
い
点
は
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
即
身
成
仏
思
想
に
お
け
る
金

剛
身
と
い
う
概
念
に
基
づ
く
通
説
的
な
入
定
理
解
は
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
緑

起
』
の
段
階
で
は
ま
だ
妥
当
性
が
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
密

教
的
な
解
釈
は
、
弘
法
大
師
が
即
身
仏
の
よ
う
に
永
遠
に
奥
の
院
で
瞑
想
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
す
る
、
後
代
の
よ
り
拡
張
さ
れ
た
弘
法
大
師
入
定
説
資
料
の
段
階

に
お
い
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
緑
起
』
か
ら
四
〇
年
後
に
成
立
し
た
『
政
事
要
略
』
巻

廿
二
・
年
中
行
事
八
月
上
（
御
霊
会
）
で
は
、
以
下
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大
師
入
滅
之
後
。
其
身
不
乱
壊
。
猶
在
高
野
。
希
代
之
事
也（

（1
（

。

こ
れ
に
つ
い
て
内
藤
氏
は
、「
空
海
が
高
野
山
で
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
話
が
登
場
す
る
」
と
述
べ
る（

（1
（

。
こ
の
資
料
が
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
緑
起
』

と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
弘
法
大
師
の
入
定
後
、
永
遠
に
高
野
山
に
留
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
白
井
氏
も
そ
の
文
脈
か
ら
こ
の
弘
法
大
師
入

定
説
の
第
二
発
展
に
あ
た
る
資
料
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。

　

一
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
の
時
期
に
、
弘
法
大
師
入
定
説
が
神
仙
譚

に
類
似
す
る
様
式
で
描
写
さ
れ
、
説
話
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
た
が
、
弘
法
大
師
入

定
説
を
真
言
宗
に
お
け
る
即
身
成
仏
思
想
の
枠
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
通
説

の
影
響
で
、そ
の
意
義
は
い
ま
だ
十
分
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。そ
の
内
容
は
、『
大

師
御
行
状
集
記
』
に
お
け
る
、
代
表
者
が
入
定
窟
へ
入
り
、
入
定
姿
の
空
海
を
発

見
す
る
と
い
う
資
料
の
段
階
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
空
海
が
神
秘
的
な

「
仙
」
の
姿
で
現
れ
る
。『
本
朝
神
仙
伝
』
で
の
空
海
は
、「
地
仙
」
の
有
様
で
描
写

さ
れ
る
。
そ
の
後
、『
今
昔
物
語
集
』
の
空
海
は
霧
の
中
か
ら
現
れ
る
と
い
う
よ
う
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に
、
普
通
の
人
に
と
っ
て
明
ら
か
に
不
可
視
的
な
存
在
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
ま

た
、
本
論
の
射
程
に
あ
る
発
展
段
階
の
最
も
新
し
い
内
容
を
表
す
の
は
『
平
家
物

語
』
の
「
高
野
の
巻
」
に
代
表
さ
れ
る
、
人
が
入
定
窟
に
来
て
、
入
定
し
て
い
る

空
海
の
声
を
聞
い
た
り
空
海
と
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
述
べ
る
資
料
で
あ
る
。

第
一
章　

弘
法
大
師
の
臨
終
と
死
後
を
語
る
初
期
的
資
料

　

空
海
の
身
体
が
一
〇
八
九
年
の
聖
人
伝
『
大
師
御
行
状
集
記
』
で
示
唆
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
生
き
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
拠
は
初
期

の
資
料
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
逆
に
、
空
海
の
火
葬
を
示
唆
す
る
資
料
は
少
な
く

な
い
。
宗
門
的
な
偏
り
等
が
な
い
た
め
に
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
『
続
日
本

後
紀
』（
承
知
二
年
・
八
三
五
年
）
は
、
空
海
が
荼
毘
に
付
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
無
い
と
は
言
い
難
い
の

で
、
加
藤
精
神
氏
な
ど
が
述
べ
る
よ
う
な
「
埋
葬
説
」
を
展
開
す
る
余
地
が
あ
る（

（1
（

。

一
方
、
五
来
重
氏
は
空
海
が
石
子
詰
と
い
う
山
伏
ら
し
い
再
生
儀
式
を
行
い
、
恐

ら
く
火
葬
さ
れ
た
の
に
、
そ
の
後
、
空
海
の
「
舎
利
」
は
高
野
山
で
安
置
さ
れ
た

と
い
う
解
釈
を
主
張
し
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
見
解
が
多
岐
に
渡
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
百
年
前
に
善
田
貞

吉
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
「
火
葬
説
」（

（1
（

が
有
力
で
あ
り
、
恐
ら
く
現
在
の
通
説

に
も
近
い
と
言
え
る
。
笠
原
氏
は
以
下
の
よ
う
に
火
葬
説
を
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
「
空
海
は
承
和
二
年
（
８
３
５
年
）
三
月
に
高
野
山
で
没
し
、
仏
教
の
葬
法

に
従
っ
て
た
だ
ち
に
遺
体
は
火
葬
に
付
さ
れ
て
高
野
に
葬
ら
れ
た
（『
東
寺
観
智

院
文
書
』、『
続
日
本
後
紀
』）。
こ
れ
は
、
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
」（

（1
（

。
空
海
は
荼
毘

に
付
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
が
有
力
で
あ
る
こ
と
に
踏
ま
え
て
、
空
海
の
遺
体
が
腐

敗
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
は
、
確
か
に
後
の
も
の
で
あ
り
、
後
の
歴
史
的
・
思
想

史
的
な
文
脈
か
ら
生
じ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
空

海
の
死
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
資
料
を
確
認
し
よ
う
。

　
『
続
日
本
後
紀
』
で
収
録
さ
れ
て
い
る
仁
明
天
皇
の
手
紙
に
よ
る
と
、
承
和
二

年
三
月
二
十
一
日
、大
僧
都
伝
燈
大
法
師
位
空
海
が
、紀
伊
国
で
禅
居
の
ま
ま
「
大

往
生
」
を
と
げ
た
と
き
、
同
二
十
五
日
、
淳
和
天
皇
が
効
使
に
持
た
せ
た
弔
問
書

に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

○
丙
寅
。
大
增
都
傳
燈
大
法
師
位
空
海
終
于
紀
伊
國
禪
居
。

○
庚
午
。
勅
遣
内
舍
人
一
人
。
弔
法
師
喪
。
幷
施
喪
料
。
後
太
上
天
皇
有

弔
書
曰
。

眞
言
洪
（
法
）
匠
。
密
教
宗
師
。
邦
家
憑
其
護
持
。
動
植
荷
其
攝
念
。
豈

圖
崦
嵫
未
逼
。
無
常
遽
侵
。
仁
舟
廢
棹
。
弱
喪
失
歸
。
嗟
呼
哀
哉
。
禪
關

僻
在
。
凶
聞
晩
傳
。
不
能
使
者
奔
赴
相
助
茶
毘（

（1
（

。

　

本
資
料
を
踏
ま
え
、
空
海
は
確
か
に
荼
毘
に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も

ち
ろ
ん
疑
問
の
余
地
が
残
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
空
海
の

死
に
関
し
て
報
告
し
た
勅
使
が
、
空
海
の
葬
式
の
様
子
に
つ
い
て
真
実
を
知
っ
た

か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
一
つ
の
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
仁
明
の
手
紙
は
非
常
に
有
力
で
あ
り
、
そ

の
内
容
は
確
か
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

空
海
の
葬
礼
の
様
子
に
関
す
る
問
題
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
当
時
の
真

言
宗
内
部
の
資
料
で
空
海
の
遺
体
の
様
子
（
つ
ま
り
、
特
別
な
様
子
）
に
つ
い
て
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の
言
及
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
空
海
の
死
去
に
つ
い
て
、「
弘
法
大
師
御
伝
」
に
収

録
さ
れ
て
い
る
、
八
四
七
年
に
東
寺
の
二
代
長
者
と
な
っ
た
空
海
の
弟
子
実
慧

（
七
八
六
〜
八
四
七
年
）
が
唐
の
青
龍
寺
に
送
っ
た
手
紙
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。

和
尚
地
ヲ
南
山
ニ
ト
シ
、
一
伽
藍
ヲ
置
キ
テ
、
終
焉
之
地
ト
為
ス
。
ソ
ノ

名
ヲ
金
剛
峰
寺
ト
曰
ウ
。今
上
承
和
元
ヲ
以
テ
、部
ヲ
去
リ
行
キ
テ
住
ム
。」、

「
二
年
季
春
、
薪
尽
火
減
。
行
年
六
十
二
。
鳴
呼
衰
哉（

（1
（

。

　

さ
ら
に
大
師
入
寂
後
六
十
年
の
寛
平
七
年
（
八
九
五
年
）
に
、
貝
観
寺
（
貞
観

寺
）
の
座
主
が
書
い
た
『
贈
大
僧
正
空
海
和
上
伝
記
』
に
は
、
以
下
の
簡
潔
な
文

章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
和
二
年
嬰
病
。
隱
居
金
剛
峯
寺
。
三
年
三
月
廿
一
日
卒
去（

（2
（

。

　

上
記
の
資
料
は
弘
法
大
師
入
定
説
や
遺
体
の
腐
敗
し
て
い
な
い
様
子
で
は
な
く
、

空
海
の
病
死
と
そ
の
場
所
や
時
期
の
み
を
記
録
す
る
。
弘
法
大
師
入
定
説
が
当
時
、

真
実
と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
た
ら
、
当
時
の
真
言
宗
高
僧
中
が
そ
れ
を
記
録
し
た

は
ず
で
あ
ろ
う
。
弘
法
大
師
入
定
説
が
初
登
場
す
る
資
料
を
第
二
章
に
て
、
考
察

し
よ
う
。

第
二
章　

平
安
期
往
生
伝
と
弘
法
大
師
入
定
信
仰

　

往
生
伝
に
お
け
る
臨
終
の
様
式
と
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
緑
起
』
に
代
表
さ
れ

る
初
期
の
弘
法
大
師
入
定
説
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
ま
ず
、
現

存
し
て
い
る
往
生
伝
そ
の
も
の
が
、
弘
法
大
師
入
定
説
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た

と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
九
六
八
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
金
剛
峰
寺
建
立
修

行
縁
起
』
と
、
九
八
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
最
初
の
往
生
伝
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

（
慶
滋
保
胤
著
）
と
の
間
に
は
、
一
七
年
間
の
開
き
が
あ
る
。
両
者
の
直
接
の
関

係
で
は
な
く
、
往
生
伝
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
聖
な
る
人
物
の
臨
終
を
表
現
す
る
パ

タ
ー
ン
が
広
範
に
流
通
し
て
お
り
、
そ
れ
が
弘
法
大
師
入
定
説
に
重
要
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
論
じ
た
い
。
す
な
わ
ち
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』（
慶
滋
保
胤
著
）
に

収
録
さ
れ
る
往
生
人
の
伝
説
が
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
が
執
筆
さ
れ
た
時

点
で
す
で
に
社
会
に
流
通
し
て
お
り
、
前
者
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
的
な
聖
人
の
臨

終
に
関
す
る
典
型
的
表
現
が
後
者
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
往
生
伝
の
様
式
が
、
理
想
化
さ
れ
た
臨
終
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て

の
文
学
的
表
現
の
定
型
と
な
る
。
こ
こ
で
い
う
理
想
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

第
一
は
、
入
浴
、
特
別
室
に
入
る
こ
と
、
結
跏
趺
坐
・
胡
坐
の
姿
勢
を
取
る
こ
と
、

印
を
結
ぶ
こ
と
、
念
仏
や
真
言
を
唱
え
る
こ
と
を
含
む
臨
終
前
の
修
行
で
あ
る
。

第
二
は
、
往
生
が
実
現
し
た
こ
と
を
示
す
記
し
と
見
な
さ
れ
て
い
た
瑞
相
に
関
係

す
る
。
瑞
相
は
、
神
秘
的
な
香
り
、
遺
体
が
結
跏
趺
坐
の
姿
を
維
持
す
る
こ
と
、

浄
土
の
音
楽
や
光
、
さ
ら
に
本
研
究
に
関
し
て
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
、
死
後
に

遺
体
が
腐
敗
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
は
、
こ
の
世
を
去
り
浄

土
へ
向
か
う
こ
と
に
関
わ
る
本
質
的
あ
る
い
は
典
型
的
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
し
て
瑞
相
を
確
認
す
る
た
め
に
、
遺
体
を
し
ば
ら
く
の
間
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
殯
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

死
に
向
け
て
の
準
備
と
平
穏
な
死
は
、
往
生
伝
に
お
い
て
臨
終
を
迎
え
る
際
の
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大
事
な
要
素
で
あ
る
。
容
貌
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
や
、
死
後
に
髪
の
毛
が
伸
び
る

こ
と
、
遺
体
の
扱
い
方
（
殯
な
ど
）
を
記
す
こ
と
は
、
往
生
伝
の
典
型
的
な
内
容

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
、
九
六
八
年
以
前
の
空
海
資
料

で
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

　
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
と
比
較
す
る
た
め
に
、
以
下
、
往
生
伝
か
ら
二

つ
の
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
傍
線
部
分
が
前
節
で
指
摘
し
た
往
生
人
の
特
徴
で
あ

る（
（2
（

。

命
終
之
時
。
向
仏
端
坐
。
手
結
定
印
。
称
念
弥
陀
。
瑞
雲
聳
天
。
異
香
薫

室
。
没
後
数
日
。
身
不
欄
壊
。
結
蹴
趺
坐
。
如
入
定
人
。
国
郡
哀
傷
。
為

之
立
廟（

（2
（

。

（『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
一
、
一
一
〇
一
年 
藤
原
宗
友
著
）

聖
人
去
窓
之
暁
。
常
随
僧
一
人
僅
在
其
傍
。
是
時
香
氣
薰
室
。
音
樂
開
天
。

上
人
口
唱
彌
陀
。
手
結
定
印
。
身
心
不
動
。
端
坐
人
滅
。
雖
經
數
日
。
無

有
臰
氣
。
結
蜘
如
舊
。
容
顔
不
變
。
道
來
家
集
。
禮
拜
鳴
咽（

（2
（

。

（『
拾
遺
往
生
伝
』
上
一
六
、
一
一
〇
七
〜
一
一
一
一
年 

魯
山
朱
鉥
と
弟

子
の
為
康
著
）

　

以
上
の
資
料
は
一
一
〇
〇
年
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
内
容
が
九
八
五
年

頃
に
成
立
し
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
三
三
等
に
も
見
ら
れ
る
。

深
帰
仏
法
。
日
読
法
花
経
。
念
弥
陀
仏
。
天
元
三
年
正
月
初
得
病
。
素
所

修
念
仏
読
経
。
不
敢
一
廃
。
先
死
三
日
、
其
病
忽
平
。
此
間
剃
首
受
五
戒
、

七
月
五
日
卒
。
当
斯
時
也
。
家
有
香
気
。
空
有
音
楽
。
雖
遇
暑
月
歴
数
日
。

不
身
欄
壊
。
如
存
生
時（

（2
（

。

『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
で
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
箇

所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
海
の
臨
終
の
場
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

則
義
（
承
和
）
ニ
年
乙
卯
三
月
廿
一
日
寅
時
。
結
加
跌
坐
。
結
大
日
定
印
。

奄
然
入
定
。
兼
日
十
日
四
時
行
法
。
其
間
御
弟
子
共
唱
彌
勒
宝
号
。
唯
以

閉
目
无
言
語
為
入
定
。
自
余
如
生
身
。
于
時
生
年
六
十
二
。
夏
臈
四
十
一
。

雖
然
如
世
人
不
喪
送
。
而
厳
然
安
置
。
則
准
法
及
七
々
御
忌
。
御
（
弟
）

子
等
併
以
拝
見
。
顔
色
不
襄
。
髻
髪
更
長
。
因
之
加
剃
除
整
衣
裳
。
畳
石

壇
例
人
可
出
入
許
。
其
上
仰
石
匠
安
五
輪
率
都
婆
。
入
種
々
梵
本
陀
羅
尼
。

其
上
更
亦
建
立
宝
塔
。
安
置
仏
合
利
（
マ
マ
）（

（2
（

。

　

元
山
公
寿
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り（

（2
（

、
死
後
に
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
空
海

自
身
が
執
筆
し
た
文
献
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
元
山
氏
に
よ
れ
ば
、

三
箇
所
で
あ
る
）。
空
海
が
生
存
し
て
い
た
頃
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
『
日

本
霊
異
記
』
に
お
い
て
も
、
浄
土
往
生
は
一
般
的
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
様
式
が
九
世
紀
に
由
来
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
白
井
氏
は
、
入
定
説
を

宣
揚
す
る
都
に
お
け
る
東
寺
の
仁
海
（
九
五
一
〜
一
〇
四
六
年
）
に
よ
る
勧
進
活

動
の
影
響
で
、
筆
の
名
人
と
し
て
有
名
な
密
教
阿
闍
梨
空
海
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

薄
ら
ぎ
は
じ
め
た
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
東
寺
の
仁
海
は
、
高
野
山
復
興
運
動
や
藤
原
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道
長
の
高
野
山
訪
問
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
内
藤
氏
は
、「
空
海
入
定
説
は
、
高

野
山
を
再
興
す
る
た
め
に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
真
言
宗
内
部
で
創
ら

れ
た
空
海
入
定
伝
説
は
、
そ
の
後
、
徐
々
に
高
野
山
の
外
へ
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
」（

（2
（

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
海
が
広
く
聖
人
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
そ
の
時
期
に
流
行
し
て
い
た
聖
人
伝
の
形
式
で
空
海
入
定
説

を
書
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
様
式
と
は
、
ま
さ
し
く
往
生
伝
の
そ
れ
で
あ
り
、

臨
終
の
瑞
相
が
空
海
入
定
説
に
説
得
力
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
本
稿
著
者
は

考
え
て
い
る
。

第
三
章　

平
安
期
神
仙
譚
と
弘
法
大
師
入
定
の
様
式

『
本
朝
神
仙
伝
』
を
中
心
に

　

一
〇
八
九
年
に
成
立
し
た
『
大
師
御
行
状
集
記
』
は
当
時
の
真
言
宗
に
お
け
る

第
一
人
者
で
あ
っ
た
経
範
（
一
〇
三
一
〜
一
一
〇
四
年
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。『
大
師
御
行
状
集
記
』
の
「
延
喜
中
奉
見
条
第
百
二
」
は
い
か
の
よ
う

に
語
る
。或

説
曰
。
延
喜
年
中
。
観
賢
僧
正
有
祈
誓
。
感
応
蒙
官
裁
。
開
御
入
定
巌

窟
。
欲
拝
見
之
處
。
奥
院
降
滿
雲
霧
。
宛
如
黒
暗
。
比
肩
列
座
之
輩
。
纔

雖
聞
音
聲
。
无
見
体
相
。
上
下
道
俗
。
成
怖
畏
。
奉
念
三
寶
。
爰
僧
正
観

賢
耻
罪
障
之
深
。
屢
致
无
量
懺
悔
。
其
後
漸
々
散
雲
霧
。
屢
奉
拝
見
。
御

入
定
法
體
。
宛
如
睡
人
。
無
敢
衰
容
色
。
然
勅
使
等
。
皆
奉
禮
拜
。
欣
悅

无
極
。
次
奉
剃
御
髪
。
奉
着
法
衣（

（2
（

。

　

空
海
へ
の
弘
法
大
師
号
賜
与
を
朝
廷
に
強
く
働
き
か
け
た
真
言
高
僧
の
観
賢
が

奥
の
院
の
巌
窟
に
入
る
と
、
雲
霧
が
立
ち
込
め
、
声
だ
け
が
聞
こ
え
て
視
界
が
塞

が
っ
て
し
ま
っ
た
。
観
賢
が
懺
悔
す
る
と
視
界
が
回
復
し
、入
定
し
た
空
海
の（
単

な
る
「
遺
体
」
や
「
身
体
」
で
は
な
く
）「
法
体
」
が
、
容
貌
や
顔
色
を
衰
え
さ
せ

な
い
ま
ま
で
現
れ
た
。
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
勅
使
ら
は
空
海
に
礼
拝
し
、
観
賢
は

空
海
の
髪
を
剃
り
、
法
衣
を
着
せ
た
―
―
こ
の
よ
う
に
経
範
は
伝
え
て
い
る
。

　

雲
霧
で
隠
れ
て
い
る
空
海
の
身
体
も
ま
た
容
易
に
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
結
縁
あ
る
い
は
深
い
信
心
を
有
す
る
者
に
対
し
て
で
な
け
れ
ば
、
入
定
し
た

空
海
は
現
れ
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
弘
法
大
師
入
定
説
の
新
様
式
に
な
っ
た
と
言
え

よ
う
。『
大
師
御
行
状
集
記
』
の
様
式
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
史
実
を
反
映
す
る

か
否
か
、
第
二
章
に
見
る
弘
法
大
師
入
定
説
資
料
と
往
生
伝
の
臨
終
・
瑞
相
の
場

合
と
同
様
の
明
確
性
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、『
大
師
御
行
状
集
記
』

で
登
場
す
る
新
様
式
を
と
る
当
時
の
弘
法
大
師
入
定
説
と
神
仙
譚
の
相
関
関
係
は

明
確
で
あ
る
と
論
じ
た
い
。
平
安
仏
教
文
学
の
一
形
式
と
し
て
、「
神
仙
譚
」
は
成

立
し
て
い
た
。
道
教
に
お
け
る
「
神
仙
譚
」
の
影
響
を
受
け（

（3
（

、「
仙
」
と
い
う
仏
教

的
聖
者
の
譚
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
時
の
三
教
折
衷
主
義
的
な
聖
人
伝

に
関
心
を
示
す
代
表
的
な
著
者
は
、
弘
法
大
師
入
定
説
の
成
立
と
深
い
関
係
を
持

つ
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
年
）
で
あ
る
。

　

匡
房
は
、
弘
法
大
師
入
定
説
に
直
接
関
わ
る
文
献
と
し
て
『
弘
法
大
師
讃
』
や

『
本
朝
神
仙
伝
』
を
著
す
一
方
、
平
安
時
代
に
お
け
る
往
生
者
を
記
録
し
た
『
続

本
朝
往
生
伝
』
を
執
筆
し
て
い
る
。
弘
法
大
師
入
定
説
に
対
す
る
こ
う
し
た
匡
房

の
関
与
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究（

（3
（

で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
九
八
年
頃

に
成
立
し
た
大
江
匡
房
の
『
本
朝
神
仙
伝
』
は
、
日
本
に
お
け
る
仙
人
譚
を
収
録
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し
て
い
る
が
、そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
神
仙
の
半
ば
は
仏
教
僧
で
あ
る
。
上
記
の『
大

師
御
行
状
集
記
』
が
、
匡
房
が
活
躍
し
た
時
期
に
お
け
る
弘
法
大
師
入
定
説
の
現

状
を
表
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
雲
霧
か
ら
現
れ
る
聖
人
空
海
の
伝
を
見
て
こ
そ
、

匡
房
は
弘
法
大
師
伝
が
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

な
お
、「
神
仙
」
と
い
う
も
の
は
道
教
的
な
特
徴
を
持
っ
て
も
、
道
仏
融
合
的
に

理
解
さ
れ
る
。
匡
房
が
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
「
神
仙
」
を
「
い
き
ぼ
と
け
」

と
訓
ま
せ
た
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、同
書
の
倭
武
命
伝（
第

一
話
）
に
は
次
の
よ
う
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
生
け
る
人
の
た
め
に
神
明
を
計
る
は
、
直
の
人
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

薨
去
の
後
、
化
し
て
白
鳥
と
な
り
て
去
り
た
ま
へ
り
。
あ
に
神
仙
（
い
き

ぼ
と
け
）
の
類
に
あ
ら
ざ
ら
む
や（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
神
仙
」
を
「
い
き
ぼ
と
け
」
と
訓
ま
せ
る
表
現
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
「
教
待
和
尚
」（
第
七
話
）（

（3
（

や
「
陽
勝
」（
第
一
一
話
）（

（3
（

な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
彼
が
明
ら
か
に
「
神
仙
」
と
「
い
き
ぼ
と
け
」
の
両
者
を
同
質
な
も
の
と

し
て
捉
え
て
い
た
証
左
で
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
、
現
世
に
お
い
て
肉
体

を
維
持
し
つ
つ
聖
な
る
存
在
と
な
っ
た
も
の
は
、等
し
く
「
神
仙
（
い
き
ぼ
と
け
）」

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
生
き
仏
」
と
見
な
さ
れ
る
当
時
日
本
の
一
流
聖
人
は
『
本
朝
神
仙
伝
』
で
神

仙
譚
の
様
式
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
る
。聖
徳
太
子
の
伝
も
ま
た
記
さ
れ
て
お
り（
第

二
話
）（

（3
（

、
そ
の
臨
終
の
描
写
は
「
太
子
尸
解
説
」
と
呼
ば
れ
、
先
行
研
究
で
の
考

察
が
存
在
す
る（

（3
（

。
馬
耀
氏
は
鎌
倉
時
代
の
『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
に
あ
る
以
下
の

『
本
朝
神
仙
伝
』
の
佚
文
を
紹
介
す
る
。

本
朝
神
仙
傳
曰
。（
大
江
匡
房
撰
）
天
喜
年
中
。
盗
人
掘
其
墓
。
棺
榔
不
朽
。

尸
骸
不
見
。
猶
尸
解
之
類
也（

（3
（

。

　

太
子
の
没
後
、
盗
人
が
墓
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
遺
体
が
消
え
て
い
た
こ
と
は
仙

人
の
尸
解
と
同
様
で
あ
る
と
氏
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
仏
教
的
な

「
仙
」（
す
な
わ
ち
、
リ
シ
）
で
は
な
く
、
道
教
的
な
理
想
で
あ
る
不
老
不
死
を
目

的
に
す
る
尸
解
仙
で
あ
る
。
そ
し
て
聖
徳
太
子
と
並
べ
る
日
本
一
流
の
聖
人
で
あ

る
弘
法
大
師
の
伝
も
ま
た
、
当
然
の
よ
う
に
、
こ
の
「
神
仙
伝
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
九
話
）。

唐
の
朝
よ
り
如
意
宝
珠
を
賓
し
し
よ
り
以
来
、
我
が
朝
に
こ
の
珠
の
あ
る

所
は
、
恵
果
の
後
身
に
幷
せ
て
、
か
の
宗
の
深
く
秘
す
る
と
こ
ろ
な
り
。

後
に
金
剛
峰
寺
に
し
て
金
剛
定
に
入
り
、
今
に
存
せ
り
。
初
め
て
人
は
皆
、

鬢
髪
の
常
に
生
ひ
て
、
形
容
の
変
ら
ざ
る
こ
と
を
見
る
こ
と
を
得
た
り
。

山
の
頂
を
穿
ち
て
底
に
入
る
こ
と
半
里
許
、
禅
定
の
室
を
為
り
た
り
。
か

の
山
今
に
烏
鳶
の
類
、
諠
譁
の
獣
な
し
。
兼
て
生
前
の
誓
願
な
り（

（3
（

。

　

こ
の
引
用
箇
所
に
関
し
て
、
内
藤
正
敏
氏
は
、「
遺
体
の
様
子
ば
か
り
で
な
く
、

入
定
場
所
ま
で
書
か
れ
る
こ
と
」
に
注
目
す
る（

（3
（

。
神
仙
伝
に
お
い
て
は
、
特
に
名

山
に
留
ま
る
地
仙
の
場
合
に
、
そ
の
場
所
が
必
ず
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
か
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ら
で
あ
る
。
こ
の
引
用
に
お
い
て
、
空
海
が
山
頂
下
に
禅
室
を
造
り
、
生
き
る
が

如
く
瞑
想
し
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
と
く
に
上
記
の
「
太
子
尸
解
説
」
を
念
頭

に
置
け
ば
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
地
仙
の
叙
述
様
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

　

な
お
、
鎌
倉
中
期
に
成
立
し
た
『
高
野
山
奥
院
興
廃
記
』
に
よ
れ
ば
、
奥
の
院

は
数
回
に
わ
た
り
焼
失
・
破
損
し
て
い
る
の
で（

（4
（

、
空
海
が
留
身
入
定
す
る
に
は
、

奥
の
院
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
と
は
独
立
し
た
「
禅
定
の
室
」
や
「
洞
」
が

設
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
入
定
の
た
め
の
空
間
を
設

け
る
こ
と
は
、『
本
朝
神
仙
伝
』
に
収
め
ら
れ
た
他
の
伝
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、「
出
羽
国
石
窟
仙
」（
第
一
九
話
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

出
羽
国
の
石
窟
の
仙ひ
じ
りは
、
何
の
年
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
身
を
石
窟
に

留
め
て
数
百
歳
を
経
た
り
。
粒
を
絶
ち
食
を
罷
け
て
、
寒
暑
を
屑
に
せ
ず
。

常
に
禅
定
を
修
し
て
、
今
に
猶
し
存
せ
り（

（4
（

。

　

出
羽
国
に
石
窟
を
設
け
た
神
仙
は
、
そ
の
年
齢
も
不
詳
で
、
空
海
同
様
、
久
遠

に
禅
定
を
続
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
禅
定
の
た
め
の

神
聖
で
特
別
な
空
間
を
設
け
る
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
神
仙
譚
の
一
つ
の

定
ま
っ
た
様
式
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
様
式
の
使
用
は
高
野
山
へ
の
深
い
関
心
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
鷲
尾
順
敬

氏
は
、
匡
房
が
高
野
山
信
仰
と
弘
法
大
師
入
定
説
の
展
開
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
す
な
わ
ち
、
霊
鷲
山
に
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
後
白
河

院
に
対
し
、
匡
房
が
、
高
野
山
が
密
厳
浄
土
で
あ
り
、
霊
山
に
も
優
れ
る
聖
地
で

あ
る
と
説
得
し
た
こ
と
が
高
野
山
信
仰
の
発
展
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る
。

後
白
河
に
お
け
る
弘
法
大
師
や
高
野
山
へ
の
信
仰
は
、「
大
師
聖
霊
入
金
剛
定
以
来

〔
中
略
〕
仰
願
大
師
聖
霊
〔
中
略
〕
冥
任
大
師
之
照
鑑
」（

（4
（

と
い
っ
た
起
請
文
（『
後

白
河
院
御
起
請
』）
の
文
面
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
冥
福
が
「
弘

法
大
師
」
の
力
に
委
ね
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
視
点
か

ら
見
れ
ば
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
匡
房
に
お
け
る
浄
土
思
想
、

真
言
密
教
、
神
仙
の
融
合
思
想
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
融
合
主
義
・
折
衷
主
義
は

引
き
続
き
弘
法
大
師
入
定
説
の
様
式
に
影
響
及
ぼ
し
た
。
弘
法
大
師
入
定
説
を
道

仏
融
合
的
「
神
仙
伝
」
と
し
て
展
開
す
る
資
料
は
こ
の
後
に
成
立
し
な
か
っ
た
が
、

『
本
朝
神
仙
伝
』
以
降
、
最
も
重
要
な
弘
法
大
師
入
定
説
資
料
は
仏
教
的
な
「
仙
」

（
す
な
わ
ち
、
リ
シ
）
の
「
譚
」
と
類
似
性
が
高
い
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

 

『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
弘
法
大
師
入
定
説
の
語
り
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』
収
録

の
説
話
を
あ
げ
て
、
上
記
の
点
を
具
体
的
に
論
じ
よ
う（

（4
（

。
そ
し
て
、
こ
こ
も
、
弘

法
大
師
が
神
仙
の
よ
う
に
霧
の
中
か
ら
現
れ
る
こ
と
に
着
目
し
よ
う
。

入
定
ノ
所
ヲ
造
テ
、
承
和
二
年
ト
云
フ
年
ノ
三
月
二
十
一
日
ノ
寅
時
ニ
、

結
跏
跌
座
シ
テ
、
大
日
ノ
定
印
ヲ
結
テ
、
内
ニ
シ
テ
入
定
。
年
六
十
二
。

御
弟
子
等
、
遺
言
ニ
依
テ
彌
勒
宝
号
ヲ
唱
フ
。
其
後
、
久
ク
有
テ
、
此
ノ

入
定
ノ
峒
ヲ
開
テ
、
御
髪
剃
リ
、
御
衣
ヲ
着
セ
替
奉
ケ
ル
ヲ
、
其
事
絶
テ

久
ク
無
カ
リ
ケ
ル
ヲ
、
般
若
寺
ノ
観
賢
僧
正
ト
云
フ
人
、
権
ノ
長
者
ニ
テ

有
ケ
ル
時
、
大
師
ニ
ハ
曾
孫
弟
子
ニ
ゾ
当
ケ
ル
、
彼
ノ
山
ニ
詣
テ
入
定
ノ
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峒
ヲ
開
タ
リ
ケ
レ
バ
、
霧
立
テ
暗
夜
ノ
如
ク
ニ
テ
露
見
不
リ
ケ
レ
バ
、
暫

ク
有
テ
、
霧
ノ
閉
マ
ル
ヲ
見
レ
バ
、
早
ク
、
御
衣
ノ
朽
タ
ル
ガ
、
風
ノ
入

テ
吹
ケ
バ
、
塵
ニ
成
テ
被
吹
立
テ
見
ユ
ル
也
ケ
リ
。
塵
閉
マ
リ
ケ
レ
バ
、

大
師
ハ
見
エ
給
ケ
ル
。
御
髪
ハ
一
尺
計
生
テ
在
マ
シ
ケ
レ
バ
、
僧
正
自
ラ

水
ヲ
浴
ビ
浄
キ
衣
ヲ
着
テ
入
テ
ゾ
、
新
キ
剃
刀
ヲ
以
テ
御
髪
ヲ
剃
奉
ケ
ル
。

水
精
ノ
御
念
珠
ノ
緒
ノ
朽
ニ
ケ
レ
バ
御
前
ニ
落
散
タ
ル
ヲ
、
抬
ヒ
集
メ
テ

緒
ヲ
直
ク
挿
テ
、
御
手
ニ
懸
奉
テ
ケ
リ
。
御
衣
清
浄
ニ
調
ヘ
儲
テ
着
奉
テ

出
ヌ
。
僧
正
自
ラ
室
ヲ
出
ジ
ト
テ
、
今
始
テ
別
レ
奉
ラ
ム
様
ニ
不
覚
泣
キ

悲
レ
テ
、
其
後
ハ
恐
レ
奉
テ
、
室
ヲ
開
ク
人
無
シ
。
但
シ
、
人
ノ
詣
ヅ
ル

時
ハ
、
上
ケ
ル
堂
ノ
戸
自
然
ラ
少
開
キ
、
山
ニ
鳴
ル
音
有
リ
。
或
ル
時
ニ

ハ
金
打
ツ
音
有
リ
。
様
々
ニ
奇
キ
事
有
ル
也
。
鳥
ノ
音
ソ
ラ
希
ナ
ル
山
中

也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
露
恐
シ
キ
思
ヒ
無
シ（

（4
（

。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
二
五
「
弘
法
大
師
始
建
高
野
山
話
」）

　

こ
こ
で
は
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
に
見
ら
れ
た
「
結
跏
跌
坐
。
結
大
日

定
印
」
と
い
っ
た
空
海
臨
終
の
叙
述
に
続
け
て
、『
大
師
御
行
状
集
記
』
に
初
登
場

し
た
観
賢
僧
正
（
八
五
四
〜
九
二
五
年
）
に
よ
る
奥
の
院
訪
問
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
内
容
は
、
臨
終
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
後
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
な

い
往
生
伝
一
般
に
お
け
る
記
述
様
式
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
往

生
伝
に
お
け
る
遺
体
を
め
ぐ
る
瑞
相
を
語
る
際
の
特
徴
的
な
言
い
回
し
（「
変
わ

ら
ず
」
な
ど
の
否
定
形
）
も
見
ら
れ
な
い（

（4
（

。

　

こ
の
説
話
で
は
、
臨
終
の
有
り
様
を
語
る
往
生
伝
的
叙
述
に
加
え
て
、
空
海
が

現
世
に
お
い
て
永
遠
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
、
ま
た
こ
れ
を
訪
問
す
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
奥
の
院
へ
の
訪
問
譚
が
、
そ
の
表
現
様
式
上
、

同
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
に
収
め
ら
れ
た
神
仙
の
住
ま
う
山
や
洞
窟
へ
の
訪
問
譚

と
類
似
し
て
い
る
（
霧
か
ら
現
れ
る
、
聖
者
の
可
視
化
・
不
可
視
化
、
聖
地
の
叙

述
等
）
こ
と
は
注
目
に
値
す
る（

（4
（

。

　

 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
二
五
語
「
弘
法
大
師
始
建
高
野
山
語
」
の
前
の
譚

は
巻
第
十
一
、
第
二
十
四
語
「
久
米
の
仙
人
初
め
て
久
米
寺
を
造
る
語
」
で
あ
る
。

弘
法
大
師
入
定
説
の
譚
を
神
仙
の
譚
と
並
べ
る
の
は
偶
然
で
は
な
く
、「
久
米
の
仙

人
初
め
て
久
米
寺
を
造
る
」
は
空
海
が
久
米
寺
に
行
っ
て
『
大
日
経
』
を
見
つ
け

る
と
い
う
内
容
で
終
わ
り
、
そ
れ
が
「
弘
法
大
師
始
建
高
野
山
語
」
と
繋
が
っ
て

い
る（

（4
（

。『
今
昔
物
語
集
』
は
同
類
の
話
を
一
緒
に
収
録
す
る
の
で
、
収
録
者
は
弘
法

大
師
入
定
説
と
神
仙
譚
を
あ
る
意
味
で
関
連
し
て
い
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
具
体
的
な
影
響
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
相
関
関
係
は
明
確
で
あ
ろ
う
。

　

訪
問
の
目
的
に
お
い
て
も
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に
収
め
ら

れ
た
法
華
持
経
者
を
は
じ
め
と
す
る
神
仙
探
訪
譚
は
、
現
世
に
生
き
る
人
間
と
聖

な
る
人
物
と
の
接
触
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
救
済
を
来
世
だ
け
で
は
な
く
、

現
世
と
い
う
可
視
的
な
次
元
に
お
い
て
、
身
体
性
を
有
す
る
存
在
（
神
仙
）
と
の

対
面
に
お
い
て
描
き
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
空
海
留
身
入
定
説
と
の
相
似
性

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』一
三
巻
の
第
一
話
か
ら
第
五
話
に
い
た
る
神
仙
譚
の
中
に
、『
法

華
経
』
の
力
に
よ
っ
て
、
僧
侶
が
神
仙
と
な
っ
た
事
例
が
語
ら
れ
て
い
る
（『
今

昔
物
語
集
』
巻
第
十
三
、
第
一
語
「
修
行
僧
義
睿
値
大
峰
持
経
仙
語
」）。

　

義
睿
が
行
っ
た
よ
う
な
「
仙
人
」
の
居
所
は
「
未
ダ
人
不
来
ザ
ル
所
」
の
事
例
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は
、『
今
昔
物
語
集
』
で
次
に
位
置
す
る
「
籠
葛
川
僧
値
比
良
山
持
経
仙
語
」
に
も

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
説
話
に
お
い
て
も
、「
仙
人
」
は
、
か
つ
て
は
僧
侶
で

あ
り
、法
華
経
を
信
仰
す
る
存
在
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
仙
人
」

は
、
み
ず
か
ら
の
過
去
と
、「
菩
提
心
ヲ
発
」
し
「
仏
道
ヲ
修
行
」
す
る
こ
と
で
、

仙
人
に
な
る
ま
で
の
経
過
を
語
る
の
で
あ
る
。

仙
人
僧
ニ
語
テ
云
ク
、「
我
ハ
此
レ
本
、
興
福
寺
ノ
僧
也
。
名
ヲ
バ
蓮
寂
ト

云
ヒ
キ
。
法
相
大
乗
ノ
学
者
ト
シ
テ
其
ノ
宗
ノ
法
文
ヲ
学
ビ
翫
ビ
シ
間
ニ
、

我
レ
法
花
経
ヲ
見
奉
リ
シ
ニ
、『
汝
若
不
取 

後
必
憂
悔
』
ト
云
フ
文
ヲ
見

テ
シ
ヨ
リ
、
始
テ
菩
提
心
ヲ
発
シ
キ
。〈
中
略
〉
永
ク
本
寺
ヲ
出
デ
、
山
林

ニ
交
テ
仏
道
ヲ
修
行
シ
テ
、
功
至
リ
徳
ヲ
重
テ
、
自
然
ラ
仙
人
ト
成
ル
事

ヲ
得
タ
リ
。
今
宿
因
有
テ
此
ノ
洞
ニ
来
レ
リ
。
人
間
ヲ
離
レ
テ
後
ハ
、
法

花
ヲ
父
母
ト
シ
、
禁
戒
ヲ
防
護
ト
シ
テ
、
一
乗
ヲ
眼
ト
シ
テ
遠
キ
色
ヲ
見
、

慈
悲
ヲ
耳
ト
シ
テ
諸
ノ
音
ヲ
聞
ク
。
亦
、
心
ニ
一
切
ノ
事
ヲ
知
レ
リ
。
亦
、

兜
率
天
ニ
昇
テ
弥
勒
ヲ
見
奉
テ
、
亦
、
余
ノ
所
々
ニ
行
テ
聖
者
ニ
近
付
ク（

（4
（

。

　
「
仙
人
」
と
な
っ
た
彼
は
、「
兜
率
天
に
昇
」
っ
て
「
弥
勒
」
に
会
い
、「
所
々
」

の
「
聖
者
」
に
も
接
し
た
と
語
る
。
生
き
な
が
ら
に
し
て
彌
勒
の
浄
土
に
赴
く
と

い
う
の
は
、
彌
勒
仏
を
本
尊
と
す
る
興
福
寺
の
出
身
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。
本
様
式

の
特
徴
と
し
て
、
修
行
と
信
仰
心
の
み
な
ら
ず
、
聖
な
る
場
所
に
隠
遁
す
る
こ
と

は
「
仙
」
に
な
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
ろ
う
。

　

長
岡
龍
作
氏
は
日
本
の
古
代
・
中
世
に
お
い
て
、
山
が
こ
の
世
と
彼
岸
と
を
つ

な
ぐ
最
も
聖
な
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
そ
れ
は
、
弘
法
大
師

入
定
説
に
お
け
る
奥
の
院
と
い
う
清
ら
か
な
場
の
役
割
に
も
通
じ
る
論
理
で
あ
っ

た
。
人
が
入
ら
な
い
山
奥
な
ど
で
行
者
が
仙
人
と
会
う
と
い
う
話
は
、『
今
昔
物
語

集
』
巻
第
十
三
第
十
二
話
「
長
楽
寺
僧
於
山
見
入
定
尼
語
」
に
も
み
ら
れ
る
。

亥
ノ
時
許
ヨ
リ
、
宿
セ
ル
傍
ニ
細
ク
幽
ニ
貴
キ
音
ヲ
以
テ
法
花
経
ヲ
誦
ス

ル
音
ヲ
聞
ク
。
僧
、「
奇
異
也
」
ト
思
テ
、
終
夜
聞
テ
思
ハ
ク
、「
昼
ハ
此
ノ

所
ニ
人
無
カ
リ
ツ
。
仙
人
ナ
ド
有
ケ
ル
ニ
ヤ
」
ト
、〈
中
略
〉「
尚
ヲ
此
ノ
経

ヲ
誦
シ
ツ
ル
音
ハ
何
方
ニ
カ
有
ツ
ラ
ム
」
ト
怪
ク
思
テ
、「
若
シ
此
ノ
巌
二

仙
人
ノ
居
テ
誦
シ
ケ
ル
ニ
ヤ
」
ト
、〈
中
略
〉
此
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
入
定
ノ
尼

ソ
ラ
如
此
シ（

（5
（

。

　

こ
こ
で
は
「
仙
人
」
と
「
入
定
の
尼
」
が
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
存
在
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
の
作
者
に
と
っ
て
、
入
定
し
て
い
る
空
海
も
ま
た

「
仙
人
」
の
ご
と
き
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
弘
法
大
師
入
定
説
発
展
段
階

に
お
い
て
、
高
野
山
が
仙
人
・
神
仙
に
相
応
し
い
場
所
と
し
て
さ
ら
に
豊
富
に
叙

述
さ
れ
る
。

『
平
家
物
語
』
を
中
心
に

　

神
仙
譚
が
弘
法
大
師
入
定
説
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、『
今
昔
物
語
集
』
な

ど
を
素
材
と
し
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
弘
法
大
師
入
定
説
に

は
、
聖
地
に
隠
棲
す
る
聖
人
と
の
接
触
を
語
る
神
仙
譚
と
同
様
の
叙
述
様
式
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
入
定
し
た
空
海
に
関
す
る
語
り
に
こ
う

し
た
叙
述
様
式
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
十
二
世
紀
に
大
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き
な
展
開
を
見
せ
る
高
野
山
納
骨
信
仰
と
弘
法
大
師
信
仰
を
背
景
に
、
空
海
が
死

後
に
お
け
る
救
済
者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
奥
の
院
探
訪
譚
で
あ
る
「
高
野
巻
」
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
入
定
す
る
空
海
と
人
々
と
の
積
極
的
な
交
流
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
「
高
野
巻
」
に
見
え
る
入
定
説
は
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
叙
述
様
式
の
最

終
的
な
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
少
し
詳
し
く
検
討
し

て
お
こ
う
。

　

ま
ず
「
高
野
巻
」
の
前
節
に
あ
た
る
「
横
笛
」
の
末
尾
に
は
、
高
野
山
に
籠
る

僧
侶
が
、
中
国
古
典
に
お
け
る
道
教
的
隠
者
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

三
位
中
将
是
に
尋
あ
ひ
て
み
給
へ
ば
、
都
に
候
し
時
は
、
布
衣
に
立
烏
帽

子
、
衣
文
を
つ
く
ろ
ひ
、
鬢
を
な
で
、
花
や
か
な
り
し
お
の
こ
也
。
出
家

の
後
は
、
け
ふ
は
じ
め
て
見
給
ふ
に
、
未
卅
に
も
な
ら
ぬ
が
、
老
僧
姿
に

や
せ
お
と
ろ
へ
、
こ
き
墨
染
に
、
お
な
じ
袈
裟
、
思
ひ
入
れ
た
る
道
心
者
、

う
ら
山
し
く
や
思
は
れ
け
む
。
晋
の
七
賢
、漢
の
四
皓
が
住
み
け
む
商
山
・

竹
林
の
あ
り
さ
ま
も
、
是
に
は
過
ぎ
じ
と
ぞ
見
え
し（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
高
野
山
に
暮
ら
す
隠
遁
者
に
対
し
て
は
、
竹
林
七
賢
や
商
山
四
皓

と
い
っ
た
中
国
の
隠
士
た
ち
が
当
然
の
よ
う
に
想
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高

野
山
と
い
う
聖
地
に
住
す
る
人
々
は
、『
今
昔
物
語
集
』
と
同
様
に
、
神
仙
と
見
做

さ
れ
て
い
る
。「
高
野
巻
」
の
巻
頭
で
は
、
高
野
山
が
聖
な
る
人
が
住
む
聖
地
と
し

て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
神
仙
伝
的
な
叙
述
様
式
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
続
い
て
、「
高
野
巻
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
も
収
め
ら
れ
た
観
賢
に
よ
る

奥
の
院
訪
問
譚
を
語
る
の
で
あ
る
。

抑
延
喜
の
御
門
の
御
時
、
御
夢
想
の
御
告
あ
ッ
て
、
ひ
は
だ
色
の
御
衣
を

ま
い
ら
せ
ら
れ
し
に
、
勅
使
中
納
言
資
澄
卿
、
般
若
寺
の
僧
正
観
賢
を
あ

ひ
具
し
て
、
此
御
山
に
参
り
、
御
廟
の
扉
を
ひ
ら
い
て
、
御
衣
を
着
せ
た

奉
ら
ん
と
し
け
る
に
、
霧
あ
つ
く
へ
だ
ゝ
ッ
て
、
大
師
お
が
ま
れ
さ
せ
給

は
ず
。
こ
ゝ
に
観
賢
、
ふ
か
く
愁
涙
し
て
、「
わ
れ
悲
母
の
胎
内
を
出
て
、

師
匠
の
室
に
入
ッ
し
よ
り
以
来
、
未
だ
禁
戒
を
犯
ぜ
ず
。
さ
れ
ば
、
な
ど

か
お
が
み
奉
ら
ざ
ら
ん
」
と
て
、
五
体
を
地
に
な
げ
、
発
露
啼
泣
し
た
ま

ひ
し
か
ば
、
や
う
く
霧
は
れ
て
、
月
の
出
る
が
如
く
し
て
、
大
師
お
が
ま

れ
給
ひ
け
り
。
時
に
観
賢
隨
喜
の
涙
を
流
ひ
て
、
御
衣
を
き
せ
奉
る
。
御

ぐ
し
の
な
が
く
お
ひ
さ
せ
給
ひ
た
り
し
か
ば
、
そ
り
奉
る
こ
そ
目
出
た
け

れ
。
勅
使
と
僧
正
と
は
拝
み
奉
り
給
へ
ど
も
、
僧
正
の
弟
子
石
山
の
内
供

淳
祐
、
其
時
は
未
だ
童
形
に
て
供
奉
せ
ら
れ
た
り
け
る
が
、
大
師
を
お
が

み
た
て
ま
つ
ら
ず
し
て
な
げ
き
沈
ん
で
お
は
し
け
る
が
、
僧
正
手
を
と
ッ

て
、
大
師
の
御
ひ
ざ
に
お
し
あ
て
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
其
手
一
期
が
間
か

う
ば
し
か
り
け
る
と
か
や
。
そ
の
移
り
香
は
、
石
山
の
聖
教
に
移
ッ
て
、

今
に
あ
り
と
ぞ
承
る（

（5
（

。

　

こ
こ
で
も
『
今
昔
物
語
集
』
と
同
様
に
、
空
海
の
姿
は
深
い
霧
に
よ
っ
て
隠
さ

れ
て
い
る
。
観
賢
が
五
体
投
地
し
つ
つ
、
自
身
が
持
戒
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
涙

な
が
ら
に
訴
え
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
空
海
は
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
高
野

巻
」
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
淳
祐
が
登
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場
し
、
彼
が
未
熟
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
観
賢
に
は
見
え
る
空
海
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
別
な
人
や
縁
の
あ
る
人
に
の
み
可
視
的

な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
神
仙
譚
と
類
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
空
海
の
可
視
・
不
可
視
が
分
れ
て
い
る
こ
と
に
、
空
海
を

即
身
仏
（
聖
な
る
遺
体
）
と
い
う
形
而
下
の
存
在
を
超
え
て
、
霊
的
な
存
在
と
し

て
描
こ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
大
師
は

天
皇
へ
の
手
紙
を
口
述
す
る
。

大
師
、
御
門
の
御
返
事
に
申
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、「
わ
れ
昔
薩
埵
に
あ
ひ
て
、

ま
の
あ
た
り
悉
く
印
明
を
つ
た
ふ
。
無
比
の
誓
願
を
お
こ
し
て
、
辺
地
の

異
域
に
侍
り
。
昼
夜
に
万
民
を
あ
は
れ
ん
で
、
普
賢
の
悲
願
に
住
す
。
肉

身
に
三
昧
を
証
じ
て
、
慈
氏
の
下
生
を
ま
つ
」
と
ぞ
申
さ
せ
給
ひ
け
る
。

彼
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
の
洞
に
籠
て
、
し
づ
の
春
風
を
期
し
給
ふ
ら
む
も
、

か
く
や
と
ぞ
覚
え
け
る（

（5
（

。

　

辺
地
に
あ
る
衆
生
の
た
め
に
、
自
分
は
「
摩
訶
迦
葉
」
が
「
鶏
足
の
洞
に
籠
」

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
世
に
残
り
三
昧
に
入
っ
て
彌
勒
の
下
生
を
待
っ
て
い
る
、
と

空
海
は
述
べ
る
。『
平
家
物
語
』
で
は
、
高
野
山
奥
の
院
が
大
師
と
交
流
で
き
る
場

所
で
あ
る
。「
入
定
し
て
い
る
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
師
が
奥
の
院
に
入
っ
た
人
と

話
す
。
こ
の
点
で
、
本
史
料
は
仙
譚
の
典
型
で
あ
る
聖
地
で
神
仙
と
会
っ
て
話
す

と
い
う
様
式
と
最
も
近
い
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

他
様
式
に
関
し
て

　

上
記
の
資
料
に
お
け
る
「
鶏
足
の
洞
」
の
引
用
が
表
す
よ
う
に
、
神
仙
譚
以
外

の
仏
教
聖
者
が
山
中
に
隠
遁
す
る
形
式
が
数
多
く
存
在
し
、
そ
の
影
響
や
そ
の
影

響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
弘
法
大
師
入
定
説
資
料
で
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
し

か
し
、
あ
ら
ゆ
る
山
に
関
す
る
説
話
様
式
が
弘
法
大
師
入
定
説
と
類
似
性
が
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。平
安
往
生
伝
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
霊
山
に
あ
る
仏
の「
生

身
」
の
内
容
と
様
式
は
弘
法
大
師
入
定
説
は
明
ら
か
に
と
異
な
る
。『
続
本
朝
往
生

伝
』
第
一
六
話
（
真
縁
上
人
）
で
以
下
の
語
り
が
あ
る
。

法
花
経
の
文
に
常
在
霊
鷲
山
、
及
余
諸
住
所
と
い
ふ
〈
省
略
〉
こ
こ
に
知

り
ぬ
、
生
身
の
仏
は
、
即
ち
こ
れ
八
幡
大
菩
薩
な
る
こ
と
を
。
そ
の
本
覚

を
謂
は
ば
、
西
方
無
量
寿
如
来
な
り
。
真
縁
已
に
生
身
の
仏
を
見
奉
れ
り
。

あ
に
往
生
の
人
に
あ
ら
ず
や（

（5
（

。

　
『
拾
遺
往
生
伝
』
第
一
話
（
無
動
寺
の
相
応
和
尚
）
で
も
同
様
な
「
現
形
の
不
動
、

日
域
に
顕
れ
て
、
生
身
の
明
玉
、
叡
山
に
留
る
、
云
々
と
い
へ
り
。」（

（5
（

こ
の
様
式

の
目
的
は
聖
な
る
山
に
「
生
身
」
や
「
現
形
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の

で
あ
る
。
な
お
、「
古
迹
の
場
」
で
あ
る（

（5
（

高
野
山
も
聖
な
る
山
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
生
身
信
仰
の
描
写
様
式
が
往
生
伝
や
神
仙
譚
様
式
と
異
な
っ
て
、
弘
法
大

師
の
聖
性
を
中
心
に
す
る
弘
法
大
師
入
定
説
の
発
展
過
程
に
直
接
な
関
係
が
見
ら

れ
な
い
。

　

本
稿
の
目
的
は
、様
式
史
研
究
方
法
を
用
い
な
が
ら
、弘
法
大
師
入
定
説
が
「
同

行
二
人
」
信
仰
を
支
え
る
形
に
な
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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そ
の
過
程
は
平
安
時
代
に
起
こ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
平
安
資
料
し
か
扱
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
弘
法
大
師
入
定
説
は
引
き
続
き
新
た
な
形
や
内
容
、

様
式
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
の
弘
法
大
師
資
料
は
鎌
倉
時

代
の
『
一
言
芳
談
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

有
伝
、「
俊
乗
上
人
、
荒
野
の
奥
院
に
七
ヶ
日
参
籠
結
願
の
夜
、
深
更
を
よ

び
て
、
よ
ろ
づ
寂
寞
た
り
け
る
時
、
入
定
の
御
ぽ
の
う
ち
に
、
た
ゞ
一
こ

ゑ
念
佛
の
御
聲
さ
だ
か
に
し
た
ま
ひ
け
り
。
人
こ
れ
を
き
ゝ
て
、
悲
喜
身

に
あ
ま
り
、
感
涙
た
も
と
を
し
ぼ
り
け
る
と
ぞ
」（

（5
（

。

　
『
一
言
芳
談
』（
作
者
は
未
詳
が
、
近
年
，
編
者
に
頓
阿
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
）

は
各
時
代
の
遁
世
、
隠
遁
の
聖
た
ち
の
言
動
を
発
表
す
る
法
語
集
で
あ
る
。「
入
定

の
御
ぽ
の
う
ち
に
、
た
ゞ
一
こ
ゑ
念
佛
の
御
聲
」
と
い
う
念
仏
を
肯
定
す
る
内
容

は
弘
法
大
師
入
定
説
が
様
々
な
様
式
に
よ
っ
て
再
叙
述
さ
れ
、
そ
の
様
式
に
関
連

す
る
仏
教
教
義
を
反
映
す
る
こ
と
を
表
す
。
な
お
、
上
記
の
資
料
や
「
比
叡
山
僧

広
清
髑
髏
誦
法
花
語
」
は
当
時
の
死
後
法
華
誦
経
譚
と
類
似
性
が
あ
る
と
主
張
で

き
る
。

弟
子
人
ノ
告
ニ
依
テ
、
其
ノ
髑
髏
ヲ
取
テ
、
山
ノ
中
ニ
清
キ
所
ヲ
撰
テ
置

ツ
。
其
ノ
山
ノ
中
ニ
テ
モ
尚
、
法
花
経
ヲ
誦
ス
ル
音
有
リ（

（5
（

。

　

確
か
に
、
死
後
法
華
誦
経
譚
と
弘
法
大
師
入
定
説
の
共
通
テ
ー
マ
と
な
る
救
済

の
身
体
化
で
あ
る
。
加
え
て
、
弘
法
大
師
入
定
説
の
描
写
様
式
の
一
つ
と
な
っ
た
。

本
資
料
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
真
言
宗
内
部
ま
で
念
仏
信
仰
の
広
が
り
を
証
明
す

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
弘
法
大
師
入
定
説
が
各
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
聖
人
伝

様
式
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
た
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
最
初
九
六
八
年
の
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
を
は
じ
め
と
す

る
弘
法
大
師
入
定
説
の
根
本
資
料
が
、
浄
土
教
の
往
生
伝
と
、
類
似
す
る
様
式
を

持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
往
生
伝
に
お
け
る
臨
終
の
叙
述
様
式
が
十
世
紀
の

弘
法
大
師
入
定
説
で
用
い
ら
れ
た
の
は
、
空
海
の
聖
な
る
死
を
語
る
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
仙
譚
の
叙
述
様
式
が
十
二
世
紀
以
降
の
弘
法
大
師
入
定

説
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
空
海
の
聖
な
る
生
を
語
る
た
め
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
神
仙
の
居
所
の
如
き
聖
地
と
し
て
高
野
山
を
描
き
出
し
、
そ
こ
に
は
聖
な
る

人
と
し
て
の
「
弘
法
大
師
」
が
神
仙
の
ご
と
く
今
な
お
住
し
て
お
り
、
衆
生
を
死

後
の
救
済
へ
と
導
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
我
々
が
知
る
弘
法
大
師
入
定

説
は
、
ま
さ
に
神
仙
伝
の
叙
述
様
式
を
用
い
た
、『
平
家
物
語
』
の
段
階
で
見
る
入

定
し
て
い
る
空
海
が
訪
問
者
と
話
す
こ
と
な
く
し
て
は
存
在
し
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
弘
法
大
師
信
仰
の
発
展
は
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
で
始
ま
っ
て
、

様
式
的
に
変
貌
し
て
『
平
家
物
語
』
の
段
階
に
い
た
っ
た
。「
お
遍
路
さ
ん
」
に
お

け
る
「
同
行
二
人
」
や
空
海
が
全
国
各
地
の
信
者
に
現
れ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
考

察
さ
れ
た
資
料
後
の
発
展
段
階
な
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

白
井
優
子
『
空
海
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
―
入
定
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
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納
骨
の
発
生
』
東
京 

同
成
社 

一
九
八
六
年
、
松
本
昭
『
弘
法
大
師
入
定
説

の
研
究
』　

六
興
出
版　

一
九
八
二
年

（
２
）　

村
上
弘
子
『
高
野
山
信
仰
の
成
立
と
展
開
』
雄
山
閣　

二
〇
〇
九
年

（
３
）　

斎
藤
昭
俊
『
弘
法
大
師
信
仰
と
伝
説
』
新
人
物
往
来
社　

一
九
八
四
年
、

特
に
一
五
四
頁
参
照

（
４
）　

橋
本
初
子
『
中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』
思
文
閣
出
版　

一
九
九
〇
年

（
５
）　

俵
谷
和
子
『
高
野
山
信
仰
と
権
門
貴
紳
』
岩
田
書
院　

二
〇
一
〇
年

（
６
）　Londo, W

illiam
 Frank. 'T

he other m
ountain: T

he M
t. K

oya 

tem
ple com

plex in the H
eian Era' U

niversity of M
ichigan (Ph.D

. 

T
hesis) 2004, D

rum
m

ond, D
onald Craig. 'N

egotiating influence: 

the pilgrim
age diary of m

onastic im
perial prince K

akuhō--

O
m

urogosho K
ōyasan G

osanrō N
ikki' B

erkeley G
raduate 

T
heological U

nion. (Ph.D
. T

hesis) 2007, Lindsay, E
than. 

'Pilgrim
age to the Sacred T

races of K
ōyasan: Place and 

D
evotion in Late H

eian Japan' Princeton U
niversity (Ph.D

. 

T
hesis) 2012, Proffi

tt, A
aron P. 'M

ysteries of Speech and Breath: 

D
ōhan's 

道
範 (1179-1252) H

im
itsu N

enbutsu Shō 

祕
密
念
佛
抄 and 

Esoteric Pure Land Buddhism
' U

niversity of M
ichigan (Ph.D

. 

T
hesis) 2015

。
本
稿
著
者
の
博
士
学
位
論
文
（「
腐
敗
せ
ざ
る
遺
体
ー
前

近
代
日
本
と
欧
州
に
お
け
る
聖
人
の
遺
体
を
め
ぐ
っ
て
」
東
北
大
学
）
は
、

比
較
文
化
の
観
点
か
ら
聖
な
る
人
の
腐
敗
せ
ざ
る
肉
体
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
本
稿
は
「
様
式
」
に
主
眼
を
置
き
、
そ
の
研
究
の
一
部
を

纏
め
な
が
ら
、
平
安
時
代
に
お
け
る
弘
法
大
師
入
定
説
の
発
展
過
程
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
７
）　

松
本
昭
『
弘
法
大
師
入
定
説
の
研
究
』　

六
興
出
版　

一
九
八
二
年 

二
一
九
頁
か
ら

（
８
）　

同
上
、
二
三
九
頁
か
ら

（
９
）　

前
掲
、『
空
海
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
―
入
定
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
納
骨

の
発
生
』
八
二
頁
か
ら

（
10
）　

同
上
、
一
二
四
―
一
二
八
頁

（
11
）　

黒
板
勝
美
「
政
事
要
略
」『
新
訂
増
補
・
國
史
大
系
』　

第
二
八
巻　

吉
川

弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年　
（
一
九
三
五
年
の
複
製
）、（「
政
事
要
略
」
第
二
二

巻
「
四
日
北
野
天
神
會
事
附
御
靈
會
」）
六
頁

（
12
）　

内
藤
正
敏
『
日
本
の
ミ
イ
ラ
信
仰
』　

法
藏
館　

一
九
九
九
年　

三
七
頁

（
13
）　

前
掲
、『
空
海
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
―
入
定
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
納
骨

の
発
生
』
一
二
四
頁

（
14
）　

加
藤
精
神
「
高
祖
の
御
入
定
説
に
就
て
」
栂
尾
密
道
編
『
弘
法
大
師
と
日

本
文
化
』　

六
大
新
報
社　

一
九
二
九
年　

五
五
三
―
五
八
二
頁

（
15
）　

五
来
重
『
山
の
宗
教
修
験
道
』
談
交
社　

一
九
七
〇
年　

二
五
三
頁

（
16
）　

善
田
貞
吉
「
弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て
」『
史
林
』
第
五
巻
第
二
号　

一
九
一
六
年　

一
五
三
―
一
六
六
頁

（
17
）　

笠
原
一
男
『
日
本
宗
教
史
１
』（
世
界
宗
教
史
叢
書 

11
）
山
川
出
版
社 

一
九
七
七
年　

一
〇
七
頁

（
18
）　

國
史
大
系
編
修
會
編
輯 

３
（
黒
板
勝
美　

校
注
）『
日
本
後
紀
、
續
日
本

後
紀
、
日
本
文
徳
天
皇
實
録
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
六
年 

三
四
頁
、
ま

た
は
續
群
書
類
従
完
成
會
『
續
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
下　

一
九
二
七
年　
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五
五
二
頁
参
照

（
19
）　

前
掲
、『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
、
五
二
六
頁
か
ら
、『
喜
田
貞
吉
著
作
集

３　

国
史
と
仏
教
史
』
平
凡
社　

一
九
八
一
年　

二
二
四
頁
か
ら
参
照

（
20
）　

同
上
、
四
九
一
頁
か
ら

（
21
）　
『
後
拾
遺
往
生
伝
』、『
続
本
朝
往
生
伝
』、『
拾
遺
往
生
伝
』、『
三
外
往
生
記
』、

『
本
朝
往
生
極
楽
記
』、『
元
亨
釈
書
』
に
お
け
る
往
生
者
の
有
り
様
を
検
討
し

た
結
果
、
遺
体
が
腐
敗
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
え
た
。

ま
ず
、「
長
い
間
、
遺
体
の
全
身
が
滅
び
な
い
」
と
い
う
内
容
は
、『
後
拾
遺
往

生
伝
』
一
七
、『
続
本
朝
往
生
伝
』
一
三
、『
元
亨
釈
書
』
一
六
、『
元
亨
釈
書
』

一
一
、『
拾
遺
往
生
伝
』
上
一
一
、『
拾
遺
往
生
伝
』
上
一
六
、『
拾
遺
往
生
伝
』

上
一
六
と
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
二
三
に
み
ら
れ
た
。「
全
身
に
瑞
相
が
現
れ

る
」
例
は
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
七
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
二
五
、『
三
外
往

生
記
』
二
八
に
あ
る
。「
顔
色
変
せ
ず
」
と
い
う
瑞
相
は
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』

中
二
二
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
一
三
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
一
八
、『
後
拾
遺

往
生
伝
』
下
四
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
下
一
『
三
外
往
生
記
』
五
五
と
『
後
拾

遺
往
生
伝
』
上
一
に
あ
る
。

（
22
）　

井
上
光
貞
、
大
曾
根
章
介
校
注
（
日
本
思
想
大
系
七
）『
往
生
傳
、
法
華
驗

記
』　

岩
波
書
店　

一
九
七
四
年　

六
八
四
頁

（
23
）　

續
群
書
類
従
完
成
會
『
續
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上　

一
九
二
七
年　

二
三
六
頁
、
三
〇
四
頁
参
照

（
24
）　

前
掲
、『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
五
〇
七
―
五
〇
八
頁
、
三
七
頁
参
照

（
25
）　

續
群
書
類
従
完
成
會
『
續
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上　

一
九
〇
二
年　

二
八
六
頁
、
長
谷
宝
秀
、『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
、
ピ
タ
カ
、

一
九
七
七
年
、
五
三
―
五
五
頁 

（
空
海
が
印
を
結
ん
で
奄
然
と
入
定
し
、
弟

子
た
ち
が
と
も
に
彌
勒
の
宝
号
を
唱
え
た
。
遺
体
を
埋
葬
せ
ず
に
安
置
し
て

お
い
た
と
こ
ろ
、
四
十
九
日
御
忌
に
弟
子
た
ち
が
見
る
と
、
顔
の
色
が
変
わ

ら
ず
、
髪
や
髯
が
長
く
伸
び
て
い
た
の
で
、
弟
子
が
髪
を
剃
り
衣
装
を
整
え

た
）。

（
26
）　

元
山
公
寿
「
真
言
密
教
と
往
生
思
想
」
興
教
大
師
研
究
論
集
編
集
委
員
会

編
『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』　

春
秋
社　

一
九
九
二
年　

七
三
六
―
七
三
八

頁

（
27
）　

前
掲
、『
空
海
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
―
入
定
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
納
骨

の
発
生
』
一
三
三
頁
、
白
井
優
子
、
雨
僧
正
仁
海
と
空
海
入
定
伝
説
『
日
本

仏
教
』
四
一
号
、
五
〇
―
六
八
頁

（
28
）　

前
掲
、『
日
本
の
ミ
イ
ラ
信
仰
』
三
六
頁

（
29
）　

続
群
書
類
従
完
成
會
『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下 

一
九
二
七
年　

五
二
一
頁

（
30
）　

馬
耀
「
大
江
匡
房
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
と
変
容
―
『
本
朝
神
仙
伝
』

と
中
国
の
仙
伝
類
を
中
心
に
」『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
五
一
号　

二
〇
一
〇

年

（
31
）　

松
本
昭
『
弘
法
大
師
入
定
説
の
研
究
』
六
興
出
版　

一
九
八
二
年　

二
二

頁
等

（
32
）　

同
上
、
二
五
七
頁

（
33
）　

同
上
、
二
六
一
頁

（
34
）　

同
上
、
二
六
五
頁

（
35
）　

前
掲
、『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』　

二
五
七
頁
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（
36
）　

馬
耀
「『
本
朝
神
仙
伝
』
の
「
上
宮
太
子
」
条
を
め
ぐ
っ
て
―
太
子
尸
解

説
及
び
穆
王
・
黄
帝
説
話
と
の
関
連
か
ら
―
」『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
第

四
六
号
、
二
〇
〇
八
年

（
37
）　

前
掲
、「『
本
朝
神
仙
伝
』
の
「
上
宮
太
子
」
条
を
め
ぐ
っ
て
―
太
子
尸
解

説
及
び
穆
王
・
黄
帝
説
話
と
の
関
連
か
ら
―
」

（
38
）　

前
掲
、『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』　

二
六
三
頁

（
39
）　

前
掲
、『
日
本
の
ミ
イ
ラ
信
仰
』　

三
七
頁

（
40
）　

前
掲
、『
續
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上
、
二
六
六
頁
か
ら

（
41
）　

前
掲
、『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』　

二
六
九
―
二
七
〇
頁

（
42
）　

鷲
尾
順
敬
『
皇
室
と
仏
教
』
大
東
出
版
社 

一
九
三
九
年　

二
六
五
―

二
六
六
頁

（
43
）　

前
掲
、『
續
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上
、
二
八
九
―
二
九
〇
頁

（
44
）　

小
林
・
李
両
氏
は
、
中
国
文
学
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
与
え
た
影
響
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
の
関
心
は
、
な
ぜ
平
安
後
期
に
お
い
て
、
浄
土

教
が
神
仙
思
想
と
結
合
し
た
形
で
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
は
当
時
の
日
本
固
有
の
宗
教
空
間
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
小
林

保
治
・
李
銘
敬
『
日
本
仏
教
説
話
集
の
源
流
』
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
七
年

（
45
）　

日
本
古
典
文
学
全
集
二
一
（
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
麿
、
稲
垣
泰
一
校
注
）

『
今
昔
物
語
集
』
一
、
小
学
館　

一
九
七
一
年　

一
六
九
―
一
七
〇
頁

（
46
）　

往
生
伝
的
な
聖
な
る
遺
体
の
語
り
は
、「
否
定
」
の
連
続
―
そ
れ
が
通
常
の

遺
体
と
は
異
な
る
こ
と
の
列
挙
―
―
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

『
続
本
朝
往
生
伝
』十
二
話
で
は
、「
見
る
に
欄
れ
壊
れ
ず
」や（
十
三
話
に
て
）

「
棺
の
中
に
居
き
、
地
下
に
瘞
め
た
り
。
身
体
爛
れ
壊
れ
ず
。」
と
言
う
よ
う

に
、
通
常
の
遺
体
は
「
欄
れ
壊
れ
る
」「
爛
れ
壊
れ
る
」
こ
と
を
前
提
に
語
り

が
構
成
さ
れ
る
形
式
な
の
で
あ
る
。
日
本
思
想
大
系
七
（
井
上
光
貞
・
大
曾

根
章
介
校
注
）『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年　

二
三
七

―
二
三
八
頁

（
47
）　
『
今
昔
物
語
集
』
が
属
す
る
説
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
複
数
な
原
資

料
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
物
語
を
編
集
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』 （
歴
史
と
古
典
） 

吉
川
弘
文
館 

二
〇
〇
八
年
な
ど
参
照

（
48
）　

同
上
、
一
六
三
―
一
六
六
頁

（
49
）　

同
上
、
三
五
八
―
三
五
九
頁

（
50
）　

長
岡
龍
作
「
行
為
と
感
応
の
場
と
し
て
の
空
間
」『
空
間
史
学
叢
書
一
痕
跡

と
叙
述
』
岩
田
書
院　

二
〇
一
三
年

（
51
）　

前
掲
、『
今
昔
物
語
集
』
一
、三
八
八
頁
―
三
九
〇
頁

（
52
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系 

四
五
（
梶
原
正
昭
、
山
下
宏
明
校
注
）『
平
家
物

語
』〈
下
〉
岩
波
書
店 

一
九
九
三
年　

二
二
七
―
二
二
八
頁

（
53
）　

同
上
、
二
二
九
―
二
三
〇
頁

（
54
）　

同
上
、
二
三
〇
頁

（
55
）　

前
掲
、『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』　

二
四
〇
頁

（
56
）　

同
上
、
三
五
五
頁

（
57
）　

松
長
有
慶
『
空
海
：
無
限
を
生
き
る
』
集
英
社 

一
九
八
五
年　

一
九
六

頁

（
58
）　

日
本
古
典
文
学
大
系 

八
三
（
宮
坂
宥
勝 

校
注
）『
仮
名
法
語
集
』
岩
波
書

店 

一
九
六
四
年　

一
八
五
頁
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（
59
）　

同
上
、
四
二
八
―
四
二
九
頁




